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私たちの社会には、
さまざまな人権問題が
存在しています。

「人権週間」を機に、
人権について今一度
考えてみませんか？

「
誰
か
」の
こ
と
で
は
な
く「
自
分
」の
こ
と
と
し
て
捉
え
、

人
権
週
間
を
き
っ
か
け
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
！

Special
feature

特  集

人KENまもる君
人権イメージキャラクター

人KENあゆみちゃん

町内図書館に「人権図書」の
紹介コーナーを設置します

「
第
77
回
人
権
週
間
」  

12
月
4
日
～
10
日

昭
和
23
年
12
月
10
日
、国
連
総
会
で「
世
界
人
権
宣
言
」が
採
択

さ
れ
、そ
の
日
を「
人
権
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。
日
本
で
も
そ
の

日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、今
も
な
お
、い
じ
め
や
虐
待
、性
被
害
な
ど
の

こ
ど
も
の
人
権
問
題
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
、
障
が

い
の
あ
る
人
や
外
国
人
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
に
対
す
る
不

当
な
差
別
や
偏
見
、
部
落
差
別（
同
和
問
題
）、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

と
い
っ
た
多
様
な
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
を
、自
分
以
外
の「
誰
か
」の
こ
と
で
は
な
く
、自
分

の
こ
と
と
し
て
捉
え
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て
、認
識
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

12
月
10
日
〜
16
日

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識

を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
18
年
６
月
に「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

毎
年
12
月
10
日
か
ら
１
週
間
を「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」と
し
て
い
ま
す
。

拉
致
問
題
は
、
日
本
の
喫
緊
の
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
を

始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
、

国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

期　間 	 12月1日（月）~10日（水）
場　所 	 町立図書館または各分館

町
内
の
保
育（
こ
ど
も
）園
児
を
対
象
に
、

協
力
し
て
花
を
育
て
る
こ
と
で
、命
の
大
切
さ
や
相
手
を
思

い
や
る
優
し
い
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

人
権
教
室
は
、い
じ
め
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
作

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
友
達
を
思
い
や
る
心
や
命
の

大
切
さ
に
気
づ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
低
学
年
生
を
対
象
に
、「
人
権
か
る
た
と
り
」
や

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

人
権
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
人
権
に
関

す
る
啓
発
物
品
の
配
布
を
行
っ
て
い 

ま
す
。

毎
年
、
６
月
と
12
月
に
越
前
町
役
場

や
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
い

じ
め
や
差
別
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
る
た
め
、「
特
設
人
権
相
談
所
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

「
人
権
の
花
」
運
動

小
学
校
で
の
「
人
権
教
室
」

「
特
設
人
権
相
談
所
」

の
開
設

人
権
週
間
に
お
け
る

「
啓
発
活
動
」
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10
月
18
日
、
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、

２
０
２
５ 
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｙ 

Ｃ
ｕ
ｐ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
、
男
子
１
部

リ
ー
グ
が
４
チ
ー
ム
、
2
部
リ
ー
グ
が
2
チ
ー

ム
、
女
子
の
部
が
2
チ
ー
ム
、
低
学
年
に
よ
る

交
流
戦
を
含
め
、
総
勢
１
０
３
人
の
選
手
が
出

場
し
ま
し
た
。
男
子
1
部
リ
ー
グ
は
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
、
男
子
2
部
リ
ー
グ
と
女
子
の
部
は
リ
ー

グ
戦
で
競
い
合
い
、
観
客
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
駆
け
抜
け
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

男
子
の
部　
１
部
リ
ー
グ

　
優　
勝　
朝
日
Ａ

　
準
優
勝　
え
ち
ぜ
ん
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

男
子
の
部　

２
部
リ
ー
グ

　
優　
勝　
朝
日
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

　
準
優
勝　
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ　
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｙ
Ｓ

女
子
の
部

　
優　
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
準
優
勝　
え
ち
ぜ
ん
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

２
０
２
５　
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｙ 

Ｃ
ｕ
ｐ▲男子の部１部リーグで優勝した

　朝日 A のみなさん
▲男子の部２部リーグで優勝した
　朝日チャンピオンズのみなさん

▲女子の部で優勝した
　朝日ホッケースポーツ少年団のみなさん

▲大会の様子

▲大会の様子

　
10
月
25
日
・
26
日
の
２
日
間
、
越
前
町
朝
日

総
合
運
動
場
と
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、
第
26
回

全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ

ケ
ー
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
全
国
か

ら
男
子
26
チ
ー
ム
、女
子
24
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
い
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

福
井
県
勢
も
果
敢
に
試
合
に
臨
み
ま
し
た
が
、

男
子
は
ベ
ス
ト
8
、
女
子
は
ベ
ス
ト
16
と
い
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

福
井
県
勢
大
会
成
績

男
子
チ
ー
ム　
ベ
ス
ト
8

　
１
回
戦　
福
井
県 

４-

０ 

山
口
県

　
２
回
戦　
福
井
県 

３-

０ 

山
梨
県

　
準
々
決
勝　
福
井
県 

１-

１ 

兵
庫
県（
Ｓ
Ｏ 

１-

４
）

女
子
チ
ー
ム　
ベ
ス
ト
16

　
２
回
戦　
福
井
県 

２-

０ 

東
京
都

　
３
回
戦　
福
井
県 

１-

１ 

岩
手
県（
Ｓ
Ｏ 

３-

４
）

第
26
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗

11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

　
5
月
20
日
か
ら
10
月
25
日
に
か
け
て
、
第
6

回
く
ら
寿
司
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
０
２
５ 

第
19

回
学
童
軟
式
野
球
全
国
大
会
の
予
選
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
が
全
国
各
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
越
前
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参
加
し
、
総
勢
19
チ
ー
ム
が

出
場
し
た
石
川
・
福
井
県
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
勝
ち
抜
き
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

続
く
、
北
信
越
地
区
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

は
、
北
信
越
各
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
ト
ッ
プ
6

チ
ー
ム
で
競
い
合
い
、
再
び
優
勝
し
、
北
信
越
代
表

と
し
て
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
12
月
6
日
か
ら
東
京
都
明
治
神

宮
野
球
場
で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

北
信
越
地
区
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
結
果

　
優　
勝　
越
前
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
6
回
く
ら
寿
司
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
０
２
５

第
19
回
学
童
軟
式
野
球
全
国
大
会 

出
場

▲優勝した越前ニューヒーローズスポーツ少年団の
　みなさん

　
10
月
22
日
、
越
前
地
区
梅
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

第
20
回
越
前
町
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
開
か

れ
、
町
内
か
ら
28
チ
ー
ム
、
93
人
の
選
手
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
、
相
手
ボ
ー
ル
の
位
置
や
地
面
の

凹
凸
を
読
み
な
が
ら
戦
略
を
練
り
、
試
合
を
重

ね
る
ご
と
に
真
剣
な
表
情
で
大
会
に
挑
ん
で
い

ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
田
中
Ａ　
　
（
朝
日
地
区
）

　
準
優
勝　
気
比
庄
Ｂ　
（
朝
日
地
区
）

　
第
3
位　
上
戸
Ａ　
　
（
織
田
地
区
）

第
20
回
越
前
町
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

▲大会で入賞されたみなさん

　
越
前
町
水
仙
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
、
約
30
年
に

渡
り
水
仙
を
使
っ
た
し
お
り
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

な
ど
の
ア
ー
ト
作
品
の
制
作
活
動
を
行
い
、
町

の
文
化
・
芸
術
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
会
員
の
高
齢
化
な
ど
の
理
由
で

長
年
の
活
動
に
終
止
符
を
打
ち
、
解
散
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
解
散
を
機
に
、
同
ク

ラ
ブ
代
表
の
島
絹
代
さ
ん
よ
り
「
ク
ラ
ブ
の
会

費
の
一
部
で
あ
る
10
万
円
を
町
の
行
政
運
営
に

役
立
て
て
欲
し
い
」
と
寄
附
の
申
出
が
あ
り
、

あ
り
が
た
く
採
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
、
温
か
い
気
持
ち
と
と
も
に
い
た
だ
い
た

寄
付
に
つ
い
て
は
、
町
政
発
展
の
た
め
に
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、今
ま
で
の
活
動
の
歩
み
に
つ
い
て
は
、

町
立
図
書
館
（
越
前
分
館
）
に
あ
る
資
料
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

越
前
町
水
仙
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
か
ら
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

▲越前町水仙アートクラブの島さん（右）と大橋さん（左）

　
10
月
23
日
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

福
井
支
社
よ
り
、
一
昨
年
に
締
結
し
た
「
健
康

増
進
に
関
す
る
連
携
協
定
」
に
基
づ
き
、
健
康

増
進
活
動
の
推
進
を
目
的
に
、
町
へ
の
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
よ
り
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に

貢
献
す
る
た
め
、「
地
元
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
展
開
し
て
お
り
、
今
回
の
寄
附
は
そ
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
温
か
い
ご
支
援
に
感
謝
し
、
健
康
増
進
事
業

に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
よ
り
寄
附
金
贈
呈

▲峯田福井支社武生営業所長

　
10
月
19
日
、
朝
日
体
育
館
に
て
第
21
回
越
前

町
卓
球
大
会
が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
36
チ
ー

ム
、
総
勢
約
１
１
０
人
の
選
手
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
試
合
開
始
と
と
も
に
、
会
場
の
各
コ
ー
ト
で

は
白
球
が
軽
快
に
行
き
交
い
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
打

球
音
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
、
互

い
に
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
息
の
合
っ
た
プ

レ
ー
で
熱
い
戦
い
を
展
開
し
ま
し
た
。

町
内
出
場
チ
ー
ム
大
会
結
果

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
男
子
年
齢
制
限
な
し
の
部

　
準
優
勝　
越
前
水
仙
ク
ラ
ブ
Ａ

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
男
子
ペ
ア
年
齢
１
４
０
歳
以
上
の
部

　
準
優
勝　
越
前
水
仙
ク
ラ
ブ

第
21
回
越
前
町
卓
球
大
会

▲大会に臨む選手たちの様子
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10
月
18
～
21
日
、
岐
阜
県
で
第
37
回
全
国
健

康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
県
代

表
チ
ー
ム
、
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ダ
イ
ナ
ソ
ー
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
町
か
ら
木
原
裕
子
選
手
が
出
場
し

ま
し
た
。
大
会
で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
選

手
た
ち
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
貴
重
な
経
験
を
通
し
て
、
今
後
の
さ
ら

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
会
結
果　

種
目　
テ
ニ
ス　

　
優
秀
賞　
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ダ
イ
ナ
ソ
ー（
福
井
県
）

第
37
回
全
国
健
康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会

▲木原裕子選手（左から2番目）

　
9
月
21
日
、滋
賀
県
大
津
市
で
開
か
れ
た「
第

15
回 

西
・
南
日
本
大
会
」
に
、
朝
日
中
3
年 

鷲
田
颯
祐
さ
ん
が
所
属
し
て
い
る
「
和
太
鼓 

楽ら
っ
こ鼓 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
指
導
者:

織
田
地
区 

山

口
和
弘 

氏 「
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
座
明
神
」
所
属
）」

が
出
場
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
見
事
3
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
12
月
14
日
㈰
に
さ
い
た
ま
市

で
開
か
れ
る
「
太
鼓
祭
２
０
２
５　

第
17
回 

日
本
一
決
定
戦
」
に
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
に
向
け
て
鷲
田
さ
ん
は
、「
少
人
数

の
中
、
一
人
ひ
と
り
が
練
習
し
た
力
を
フ
ル

に
発
揮
し
た
こ
と
が
３
位
入
賞
に
繋
が
っ
た
。

全
国
大
会
で
も
一
打
一
打
力
強
く
演
奏
し
、
上

位
入
賞
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
。」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

朝
日
中
3
年 

鷲
田
颯
祐
さ
ん

和
太
鼓
演
奏
で
全
国
大
会
に
出
場
決
定
！

▲３位入賞した 朝日中３年 鷲田颯祐さん（後方左端）

　
9
月
28
日
、
福
井
県
営
体
育
館
で
第
68
回
福

井
県
婦
人
体
育
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
県
内
6

市
町
１
６
１
人
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
、
越
前
町
連
合
婦
人
会
会
員
42
人

が
参
加
し
、「
ボ
ー
ル
イ
ン
で
Ｏ
Ｋ
よ
‼
」「
シ
ャ

ト
ル
イ
ン
」「
さ
が
し
物
は
何
で
す
か
」「
ボ
ー
ル

送
り
」
の
全
4
競
技
す
べ
て
１
位
で
制
覇
し
、

総
合
優
勝
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
の
熱
い
思
い
と
、
声
掛
け
や
声

援
な
ど
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
素
晴
ら
し

い
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

越
前
町
連
合
婦
人
会　
県
婦
人
体
育
祭
優
勝

▲総合優勝した越前町連合婦人会のみなさん

　
10
月
18
日
、
宮
崎
地
区
小
曽
原
に
あ
る
「
ム
ラ

タ
の
森
」（
水
上
山
）
で
、
㈱
福
井
村
田
製
作
所
の
畑

尾
代
表
取
締
役
社
長
を
は
じ
め
従
業
員
の
み
な
さ

ん
53
人
が
参
加
し
、
除
草
や
樹
木
の
剪
定
、
池
や

せ
せ
ら
ぎ
の
泥
上
げ
、
水
上
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
整
備
な
ど
の
保
全
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
に
は
、
県
か
ら
2
人
、
町
か
ら

も
髙
田
町
長
の
ほ
か
新
採
用
職
員
な
ど
10
人
が

参
加
し
、
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
「
ム
ラ
タ
の
森
」
は
県
が
推
進
す
る
「
企
業
の

森
づ
く
り
活
動
」
と
し
て
、
平
成
23
年
か
ら
㈱

福
井
村
田
製
作
所
・
県
・
町
の
三
者
で
協
定
を
結

び
、
町
有
地
の
自
然
公
園
を
同
社
が
無
償
で
管

理
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「
ム
ラ
タ
の
森
」
保
全
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

▲参加したみなさんで集合写真

▲２泊３日の交流事業で友好を深めた両市町の児童

　
10
月
17
～
19
日
、
町
内
の
児
童
14
人
が
姉
妹

都
市
の
福
岡
県
み
や
ま
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
事
業
の
き
っ
か
け
は
、
旧
朝
日
町

発
祥
の
「
幸
若
舞
」
で
、
現
在
、
こ
の
舞
の
原

型
は
み
や
ま
市
瀬
高
町
の
大
江
地
区
に
し
か

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
1
日
目
は
、
貴
重
な
国
産
の
線
香
花
火
づ
く

り
を
体
験
し
、
2
日
目
に
は
、
み
や
ま
市
の
児

童
14
人
と
一
緒
に
、
幸
若
舞
の
講
話
や
、
み
や

ま
市
特
産
の
み
か
ん
狩
り
、
モ
ル
ッ
ク
な
ど
を

楽
し
み
、
夜
は
宿
泊
体
験
を
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　
来
年
1
月
30
日
～
2
月
1
日
に
は
、
み
や
ま

市
の
児
童
が
町
を
訪
れ
る
予
定
で
す
。

町
内
の
児
童
が
福
岡
県
み
や
ま
市
を
訪
れ
ま
し
た

　
10
月
19
日
、
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

町
子
ど
も
ま
つ
り
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
小
学
生
や
中
高
校
生

の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
・
子
ど
も
会
育
成
会
役
員

な
ど
合
わ
せ
て
約
１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
を
し
た
り

紙
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
っ
て
お
ば
け
の
仮
装

を
し
た
り
し
て
、
お
ば
け
屋
敷
や
各
支
部
子
連

の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

た
、
本
物
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
さ
な
が
ら
景
品
の

お
菓
子
を
袋
い
っ
ぱ
い
抱
え
、
お
ば
け
屋
敷
で

は
、「
キ
ャ
ー
」
と
い
う
悲
鳴
が
何
度
も
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
で
行
う
じ
ゃ
ん
け

ん
ゲ
ー
ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
抽
選
会
で
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
以
外
の
小
中
学

生
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
に
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
地
元
の
人
か
ら
か
ぼ
ち
ゃ
を
提
供

い
た
だ
く
な
ど
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
充
実
し
た
子
ど
も
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

越
前
町
子
ど
も
ま
つ
り　
越
前
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　
11
月
25
日
、
越
前
建
設
業
協
会
の
み
な
さ
ん

が
織
田
地
区
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
地
域
の
拠
点
で
あ
る
織
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
初
詣
に
多
く
の
人
が
訪
れ

る
劔
神
社
周
辺
を
対
象
エ
リ
ア
と
し
、
当
日
は

揃
い
の
ビ
ブ
ス
を
着
て
、
沿
道
の
草
刈
り
や
掃

き
掃
除
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、
景
観
の
維
持
や
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
的
に
、
毎
年
、
場
所
を
変
え
て

清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

越
前
建
設
業
協
会
の
み
な
さ
ん
が
清
掃
活
動
を
し
ま
し
た

▲参加者全員でじゃんけんゲーム

▲清掃活動の様子

　
10
月
23
日
、
町
内
で
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

い
な
い
期
間
が
1
年
半
を
達
成
し
た
こ
と
を
受
け
、

県
警
よ
り
賛
辞
状
の
贈
呈
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
鯖
江
警
察
署
長
を
は
じ
め
、
鯖
江

交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
協

議
会
、
高
齢
者
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
協
議
会
の

代
表
者
が
出
席
し
、
鯖
江
警
察
署
長
か
ら
町
長

に
賛
辞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
町
内
主

要
交
差
点
で
の
街
頭
指
導
や
、
広
報
車
に
よ
る

巡
回
、
小
学
生
や
高
齢
者
に
向
け
た
交
通
安
全

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
確
実
に
守
り
、
さ
ら
に
継
続

し
て
い
け
る
よ
う
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
の
一

層
の
充
実
と
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

町
内
で
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
1
年
6
か
月
を
達
成

▲賛辞状贈呈式の様子

広報 えちぜん 6広報 えちぜん7 令和 ７ 年 12 月号令和 ７ 年 12 月号

えちぜんまちの話題をお届けします!



施　　設　　名
令和7年12月 令和8年1月

電話番号26
㈮

27
㈯

28
㈰

29
㈪

30
㈫

31
㈬

1
㈭

2
㈮

3
㈯

4
㈰

5
㈪

朝
日
地
区

福井総合植物園プラントピア ○ ○ × × × × × × × ○ ○ 34-1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ 34-2850
糸 生 温 泉「泰 澄 の 杜」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34-2322

宮
崎
地
区

越 前 陶 芸 村 文 化 交 流 会 館 ○ ○ × × × × × × × × ○ 32-3200
福 井 県 陶 芸 館 ○ ○ × × × × × × × × ×

32-2174
越 前 古 窯 博 物 館 ○ ○ × × × × × × × × ×
越 前 焼 の 館 ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ 32-2199
花 み ず き 温 泉「若 竹 荘」 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ 32-2753
お も い で な フ ァ ー ム ○ ○ ○ ○ ○ 半日営業 × × × × × 32-3545
越前町老人憩いの家「陶寿園」 ○ ○ × × × × × × × × × 32-3105

越
前
地
区

道 の 駅 「 越 前 」 ○ ○ ○ ○ ○ × × × 10時～17時 ○ ○
37-2360

越 前 温 泉 露 天 風 呂「漁 火」 ○ ○ ○ ○ ○ × × × 10時～17時 ○ ○
越 前 が に ミ ュ ー ジ ア ム ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 37-2626

越前うおいち
１ 階 売 店 ○ ○ ○ ○ ○ 9時～15時 × 9時～ 15時 9時～ 15時 9時～ 15時 ○

37-2500
２階レストラン ○ ○ ○ ○ ○ 10時半～15時 × 10時半～15時 10時～15時 10時～15時 ○

越 前 温 泉「な ぎ さ の 湯」 ○ ○ ○ ○ ○ × × × 13時～20時 ○ × 37-0637
越 前 温 泉「道 の 湯」 ○ ○ × × × × × × × ○ ○ 37-2260
越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ ○ ○ ○ × × × 11時～17時 ○ ○ 39-1126
越 前 岬 水 仙 ラ ン ド ○ ○ ○ ○ ○ × × × 9時～16時 ○ ○ 37-2501

織
田
地
区

織 田 文 化 歴 史 館 ○ 図書館のみ開館 × × × × × × × × × 36-2288
オタイコ･ヒルズ【レストラン】 ○ ○ ○ × × × × × × × × 36-2061
オ タ イ コ ･ ヒ ル ズ【宿 泊】 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × 36-2061
悠 久 ロ マ ン の 杜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36-2050

※あくまでも予定ですので、変更になる場合がございます。　　　※詳しくは各施設へお問合せください。

年末年始の施設営業日のご案内

各種証明書のコンビニ交付サービスの一時停止について
　窓口業務で使用しているシステムの移行作業に伴い、コンビニでの各種証明書交
付サービスが一時停止します。
　なお、役場と各コミュニティセンター窓口での証明書交付は通常どおり行います。

交付停止となる証明書 停止期間

・住民票の写し
・印鑑登録証明書
・戸籍事項証明書（戸籍謄本・抄本）
・戸籍附票の写し

令和8年1月13日（火）～令和8年1月27日（火）
（令和8年1月28日（水）再開予定）

・所得・課税証明書 令和8年1月10日（土）～令和9年3月31日（水）
（令和9年4月1日（木）再開予定）

・納税証明書
・資産証明書 令和8年1月10日（土）から当面の間（未定）

問合せ先 	 住民票、印鑑登録、戸籍に関する証明書については	 住民環境課　☎34-8708
	 税に関する証明書については	 税務課　　　☎34-8709

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
時
に
18
歳
以

上
だ
っ
た
人
は
、
5
年
目
の
誕
生
日
で
カ
ー
ド
に

設
定
さ
れ
て
い
る
「
電
子
証
明
書
」
の
有
効
期

限
を
迎
え
ま
す
の
で
、
住
民
環
境
課
ま
た
は
各

住
民
サ
ー
ビ
ス
室
で
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
10
年
目
の
誕
生
日
で
カ
ー
ド
そ
の
も
の

の
有
効
期
限
を
迎
え
ま
す
の
で
、
顔
写
真
を
撮

影
し
て
カ
ー
ド
を
作
り
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
ー
ド
発
行
時
に
18
歳
未
満
だ
っ
た
人
は
、

5
年
目
の
誕
生
日
で
カ
ー
ド
の
作
り
直
し
が
必

要
で
す
。
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
カ
ー
ド
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
、
有
効
期
限
の
２
、３
か

月
前
に
は
更
新
の
案
内
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で

忘
れ
ず
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４-

８
７
０
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
に
つ
い
て▲デジタル庁

　ホームページ

　
令
和
８
年
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
様
の
保
護
者
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
人
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル
・
制
服
な
ど
入
学
に
必

要
な
も
の
の
購
入
費
用
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

受
給
要
件

次
の
①
～
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
越
前
町
に
住
所
を
有
す
る
人

②
お
子
様
が
令
和
8
年
4
月
に
町
内
の
小
・
中

学
校
に
入
学
予
定
の
人

③
越
前
町
就
学
援
助
制
度
の
認
定
基
準
に
該
当

す
る
人

申
請
方
法

　
申
請
書
に
令
和
6
年
分
の
所
得
証
明
書
を
添

付
し
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
書
様
式
は
、
学

校
教
育
課
ま
た
は
各
小
学
校
か
ら
受
け
取
る

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
印
刷
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
12
月
1
日
㈪
～
令
和
8
年
1
月
16
日
㈮

問
合
せ
先

　
学
校
教
育
課　
☎
３
４-

８
７
１
６

小
中
学
校
の
新
入
学
に
か
か
る
準
備
費
用
を
援
助
し
ま
す

▲町ホームページ

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
や
地
方
税

法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
今
年
の
1
月
〜

12
月
の
間
に
納
め
た
保
険
料
全
額
で
す
。
過
去

の
年
度
分
や
追
納
し
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、

配
偶
者
や
お
子
さ
ん
な
ど
の
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ

せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
1
月
～
9
月
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、
11
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま

た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
（
10
月

～
12
月
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た
人
に
は
、
翌
年
の
2
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）。

　
税
法
上
で
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は

も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も

心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
の
で
、
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
武
生
年
金
事
務
所　
☎
２
３-

１
１
２
６

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
毎
年
12
月
1
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
で

す
。
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
は
世
界
レ
ベ
ル
で
の
エ

イ
ズ
の
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・
感
染
者
に
対
す

る
差
別
・
偏
見
の
解
消
を
目
的
と
し
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
関
）
が
１
９
８
８
年
に
制
定
し

た
も
の
で
す
。

　
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

日　
　
時　
12
月
4
日
㈭　
午
後
5
時
～
7
時

＊
右
記
以
外
の
日
時
に
つ
い
て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場　
　
所　
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
鯖
江
市
水
落
町
1
丁
目
２-

25

内　
　
容　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、梅
毒
、Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎

（
採
血
に
て
検
査
を
行
い
ま
す
。）

　
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
（
尿
検
査
を
行
い

ま
す
。
検
査
前
１
時
間
は
排
尿
を
控
え
て
く

だ
さ
い
。）

＊
検
査
は
電
話
ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
予
約
制
で
、

無
料
・
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
検
査
結
果
は
原
則
１
週
間
後
に
来
所
し
て

い
た
だ
き
お
伝
え
し
ま
す
。
電
話
で
は
お
伝

え
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

　
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
地
域
保
健
課

　
☎
５
１‒

０
０
３
４

12
月
1
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

Ｈ
Ｉ
Ｖ
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
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福井県河川・砂防総合情報（県運営）
河川水位や雨量、河川カメラなどが確認できます。

キキクル（気象庁運営）
気象情報が確認できます。

12月3日～9日は「障害者週間」です
　「障害者週間」は、障がいのある人の福祉について関心と理解を深めるとともに、
障がいのある人が社会や経済、文化その他のあらゆる分野の活動に積極的に参加
する意欲を高めることを目的としています。
　障がいのあるなしに関わらず、共に生きていく社会をつくるためには、お互い
を尊重し、支え合うことが大切です。

名　称 所在地 連絡先 相談内容

越前町役場　障がい生活課 西田中13-5-1 ☎ 34-8723
ＦＡＸ 34-1235

手帳の手続き・福祉サービス
申請、虐待・差別相談

越前町相談支援センターさざんか
（こども支援センターえがお内） 朝日1丁目201 ☎ 34-2501

ＦＡＸ 34-2507
福祉サービスの利用や制度、
虐待・差別相談

越前町社会福祉協議会 西田中8-20-1 ☎ 34-2388
ＦＡＸ 34-0794

福祉啓発、ボランティア育成、
困りごと相談

越前町社会福祉協議会
障害者相談支援センター

織田106-51-1
（織田保健福祉センター内）

☎36-0698
ＦＡＸ 36-0664

福祉サービスの利用や制度、
虐待・差別相談

ふくしの相談窓口 といといとい
（フ・クレール店舗内） 朝日1丁目504

毎月2木曜日　
午後1時30分～ 4時

☎34-2501
障がい、難病、高齢、児童など
に関係なく、いろいろな相談

障がいのある人もない人も障がい福祉に関する相談窓口があるので、ぜひご利用ください。

問合せ先    障がい生活課　☎34‒8723

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
福
井
県
選
挙
管
理
委

員
会
、
各
市
町
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
が
主
催

し
て
、
明
る
い
選
挙
の
啓
発
を
目
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
作
品

小
学
校
の
部

　
佳　
作　
山
田　
美
柚
（
朝
日
小
6
年
）

　
佳　
作　
寺
敷　
咲
人
（
糸
生
小
6
年
）

　
佳　
作　
望
月　
木
葉
（
宮
崎
小
6
年
）

　
佳　
作　
宮
原　
　
陸
（
萩
野
小
5
年
）

中
学
校
の
部

　
銀　
賞　
山
田　
　
葵
（
宮
崎
中
3
年
）

　
佳　
作　
原　
　
美
乃
（
朝
日
中
2
年
）

　
佳　
作　
帆
山　
結
姫
（
宮
崎
中
3
年
）

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語
作
品

　
銅　
賞　
鷺
直　
穂
高

　
　
「
投
票
い
こ
っ
さ

　
　
　
　
福
あ
る
未
来
つ
く
ろ
っ
さ
！
」

問
合
せ
先

　
越
前
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
３
４-

８
７
０
０

明
る
い
選
挙
の
啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

　
禁
煙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
禁
煙
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
喫
煙

や
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
を
な
く
す
た
め
の

周
知
を
目
的
と
し
て
、
県
内
の
小
学
4
年
生
～
中

学
生
の
児
童・生
徒
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
特
別
賞
受
賞
者
2
人
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４-

８
７
１
０

第
31
回
禁
煙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞
を
紹
介
し
ま
す

▲山田葵さん（宮崎中3年）の作品
▲入賞作品
　はこちら

▲越前町長賞
　矢島　明日菜さん（朝日中1年）

▲越前町教育委員会賞
　池野　結萌さん（越前中3年）

家族も支援の手が必要です

介護は地域で支え合うことが大切です介護は地域で支え合うことが大切です

　介護者である家族が心身ともに疲労し、追い詰められた結果、自覚のないままに虐待をしたり、うつ状態
になることがあります。家族が安心して介護に関する悩みを相談できるような地域を目指しましょう。

　介護を必要とする高齢者や認知症の人が増えています。
　介護されている家族はSOSを出せないこともあるので周囲の人が気づき、地域
包括支援センターなどの機関とつなげたり、地域のみなさんによる声かけや見守り
によって介護者を孤立させないことが大切です。

問合せ先    地域包括支援センター　☎34‒8729

⃝高齢者（要介護者／介護者）の身体に不自然なあざや傷がある
⃝家から怒声がする　　⃝高齢者に会わせない

⃝介護者が疲れた様子である
⃝介護者が周囲に相談できる人がいなくて困っている様子である
⃝介護を必要とする人が何人もいる
⃝介護サービスを利用していない、サービス利用を嫌がる

⃝自宅がゴミや物で散らかっていたり異臭がする
⃝介護者が仕事や心配事などがあり余裕がない
⃝介護者に病気や障がいがある　　⃝介護者も高齢である
⃝介護者に近所付き合いがない　　⃝近所付き合いをしなくなった

高

低

緊急性

　
越
前
町
役
場
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家
庭
で
食
べ
き
れ

な
い
食
品
が
フ
ー
ド
ロ
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄
り
、
必
要
と
し
て

い
る
施
設
や
団
体
に
寄
付
す
る
活
動
で
す
。

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
12
月
1
日
㈪
～
5
日
㈮

　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

場　
　
所　
越
前
町
役
場　
住
民
環
境
課

対
象
食
品　
賞
味
期
限
が
1
ヶ
月
以
上
残
っ
て

い
る
も
の
で
、
未
開
封
か
つ

常
温
保
存
が
可
能
な
も
の
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４-

８
７
０
８

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
ま
す

●
ご
み
自
己
搬
入
に
つ
い
て

　
鯖
江
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
☎
５
１-

２
３
１
０

　

年
末
は
12
月
30
日
㈫
午
前
11
時
30
分
ま
で
、

年
始
は
1
月
5
日
㈪
8
時
30
分
か
ら
営
業
。

●
し
尿
収
集
の
申
込
み
に
つ
い
て

　
㈲
ニ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
公
社

　
☎
３
４-

５
５
１
２

　
年
内
の
収
集
は
12
月
22
日
㈪
ま
で
受
付
、
年

始
は
1
月
6
日
㈫
か
ら
営
業
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４-

８
７
０
８

年
末
年
始
の
ご
み
自
己
搬
入
、
し
尿
収
集
に
つ
い
て

　

越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
で

は
、「
第
9
回
越
前
海
岸
・
四
季
と
く
ら
し
の
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
選
作
品
12
点
で
卓
上
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
四
季
折
々
の
越
前

海
岸
の
風
景
や
生
活
が
垣
間
見
え
る
素
敵
な
作

品
ば
か
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
越
前
地
区
の
四
季
を
楽
し
み
な
が
ら
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
県
内
外
の
み
な
さ

ん
に
も
越
前
地
区
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
知
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
場
合

は
、
越
前
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

委
員
会
事
務
局
ま

で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
☎
３
７-

７
７
１
０

「
第
9
回
越
前
海
岸
・
四
季
と
く
ら
し
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー

▲昨年の絵はがきカレンダー▲町ホームページ
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越前町お知らせメール（町運営）
町の防災情報や緊急情報などをメールで配信しています。  電話でも内容を確認できます  ☎34-1444　☎34-1445　☎34-0866

令和7年度  入札結果一覧  10月8日～11月4日
入札日 工　　　事　　　等　　　名 地係 請負金額（円） 請負業者名 主管課
10月23日 令和7年度　老人福祉センター幸若苑解体工事 朝日 35,263,800 ㈱大生 介護福祉課
10月 9 日 令和7年度　越前がにミュージアムマーケット棟空調設備更新工事 厨 11,000,000 ㈱大生 商工観光課
10月23日 令和7年度　旧小曽原保育所屋上防水改修工事 小曽原 9,295,000 前田建設㈱ 子ども未来課
10月 9 日 令和7年度　西多古団地改修工事 平等 5,956,500 坂口木材㈱ 定住促進課
10月23日 令和7年度　町道蚊谷寺線道路改良工事 佐々生 1,620,300 ㈲江指組 都市整備課

いよいよ雪のシーズンがやってきます。いざという時に慌てないよう、
ご家庭や地域で早めの準備を行い、安全で安心な冬を過ごしましょう。

冬への備えはお済みですか？

　降積雪時は迅速な除雪作業に努めますが、より円滑な作業のため、町民のみなさんの
ご理解とご協力をお願いします。

問合せ先　都市整備課　☎34‒8703

除雪へのご理解、ご協力を！

冬季の水道使用の注意点！
寒くなると、凍結により水が出なくなったり、

水道メーターや水道管が破損することがありますので、次のことに注意しましょう。

水道メーターボックス周辺の除雪にご協力を水道メーターボックス周辺の除雪にご協力を

安全に道路を利用するために安全に道路を利用するために

◦蛇口や水道メーター
の周りに保温材や布
を巻いて保温する。

◦凍結したと思われる部分（蛇口、水道
管など）に布をかぶせ、その上からぬ
るま湯をかけて溶かす。

※熱湯をかけると破損するおそれがあり
ますのでご注意ください。

問合せ先　上下水道課　☎34‒8707

凍結防止のために凍結防止のために

凍結により水が出ないときは凍結により水が出ないときは

◦凍結防止のために水を出しっぱなしにしない。
◦融雪に水道水を使用しない。
◦使用しない小屋や空き家などで、蛇口の閉め忘
れや水道管の破裂がないか点検する。不在時に
は、止水栓を閉める。（漏水対策にもなります）

水不足にならないために水不足にならないために

◦水道メーターボックス内の止水栓を閉め
て水を止める。

※上下水道課と給水装置指定工事店へご連
絡ください。

水道管が破裂したときは水道管が破裂したときは

　冬は積雪のため、水道メーターの検針ができない場合があります。検針ができなかった月の上下水道料金は、
最後に検針できた月の９割を概算で請求し、その後検針できた月に精算します。
　なお、概算請求の場合は、検針のお知らせ票に「積雪のため概算で請求させていただきます」とメッセージ
が記載されます。精算は、概算請求のメッセージがなくなった月に行われますので、あらかじめご了承ください。

⃝除排雪した雪を道路へ投げ捨てる行為は、交通事故の原因となるため、絶対にやめてください。
⃝側溝へ排雪するためにグレーチング蓋を開閉する際は、歩行者や車両の安全確保を徹底してください。
　・蓋を開けたままその場を離れると危険なので、必ず蓋を閉めてください。
　・作業後、蓋を閉めるときは、最後まで確実に閉まっていることを確認してください。

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先  鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　  丹 生 分 署　☎36‒0119
　　　　  朝日分遣所　☎34‒0119
　　　　  越前分遣所　☎37‒0119
　　　　  http：//www.fd-sabaenyu.jp/

鯖江・丹生消防組合公式 SNS
越前消防団
団員募集中
消防団に入って、

越前町を守ってみませんか？

　寒さが増し暖房器具を使用する機会が多くなる季節となりました。鯖江・丹生消防組合管内では、
今年、火災が過去最多件数を上回るペースで発生しています。暖房器具を使用する機会も増えま
すので、以下の3つのポイントを実践し、「火災が起きない、起こさない」よう予防しましょう。

　越前消防団朝日地区第1分団車が新しくなりました。入魂式・引き渡し式が
髙田町長、藤野議長をはじめ多くの来賓のみなさんをお迎えし、厳粛に執り
行われました。
　入魂式・引渡式終了後には分団員
による新車両を使用しての放水披露
も行われ、団員の士気も一層高まり、
これまで以上に地域住民の安心・安
全の為、多様化する災害に立ち向か
う志を高めていました。

火の用心！

越前消防団朝日地区第1分団車入魂式・引渡式

冬は火災に要注意

▲新朝日1分団車

◀入魂式・引渡式

◦降積雪時は、できるだけマイカーの利用を控え、公共交通機関などを利用してください。
◦やむを得ず車を運転するときは、冬用タイヤを必ず装着し、一層の安全運転を心がけてください。
◦路上駐車は除雪作業の妨げとなるので、必ず駐車場に停めてください。
◦作業中の除雪車への無理な追い越しは絶対にやめてください。

マイカー利用時のお願いマイカー利用時のお願い

◦玄関先や屋根の雪処理は、各家庭でお願いします。
◦生活道路や歩道、バス停、消火栓、防火水槽の雪かきにご協力をお願いします。

雪かき時のお願い雪かき時のお願い

　暖房器具には、電気や石油、ガスストーブやエアコンなど様々な種類がありますが、暖房器
具火災の約7割は、電気ストーブが原因で発生しています。原因は、燃えやすい衣類や布団な
どがストーブと接触した場合がほとんどです。暖房器具火災は、注意しながら使用することで
防げる場合が多いので、次のポイントを押さえて実践しましょう。
❶暖房器具の近くで洗濯物を干さない！
洗濯物が乾き軽くなるとストーブの上に落下して、火災になるおそれがあります
❷暖房器具の周りを整理整頓し、燃えやすい物を近くに置かない！
布団や洋服、スプレー缶などを近くに置いたままだと、過熱されて火災になるおそれがあります。
❸就寝時には暖房器具を消す！使用しないときはコンセントからプラグを抜く！
就寝中の出火は発見が遅れやすいため、非常に危険です。必ず就寝前に電源を消しましょう。
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お世辞ひとつようやく言える年の功	 嵐　喜美枝
このごろは火の用心に車事故	 笹下　利行川 柳

図書館だより

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

こちらからも▲
お申込みできます

冬の寄せ植え講座
　新年に向けて縁起物の門松を作ります。玄関に置くだけで、
お正月の雰囲気が味わえると毎年好評です。手作りの門松で
福を呼び込みましょう。
日　時 	 12月14日（日）　午前10時～正午
場　所 	 宮崎コミュニティセンター　創作工芸室
講　師 	 小林　鈴子 氏（小林農園）
定　員 	 15人
受講料 	 2,500円程度（材料代として）
	 ※使用する材料によって変わります。
持ち物 	 移植ごて、ゴム手袋
その他 	 ご家庭にある植木鉢を使用したい人は	

お持ちください。
申込先 	 生涯学習センター宮崎分館
	 ☎32‒7712　　
締　切 　12月11日（木）

知ってる？イマドキの子育て、孫育て
　時代とともに変化していく育児のあり方。祖父母のみなさ
んにとっては、今と昔の育児の違いを感じる人が多いのでは
ないのでしょうか。現代に合った知識を身につけ、孫育てを
楽しみましょう。
日　時 	 1月10日（土）　午前10時～11時
場　所 	 越前町生涯学習センター　2階　会議室
講　師 	 江端　佳代 氏
	 （仁愛女子短期大学　幼児教育学科　非常勤講師）
定　員 	 20人程度　　 受講料 　無料
申込先 	 越前町生涯学習センター　☎34‒2000
締　切 	 1月6日（火）

ベジチェンのすみさんから教わる　　
粉を使わない不思議な豆餅づくり

　地元のもち米と豆だけで仕上げる、不思議な豆餅を作って
みませんか？「えっ！？」と驚くこと間違いなしです！食べた
ら納得、やさしい味わいをぜひ！！すみさん特製の ”やみつき
大豆 ”も作ります！年末の楽しい思い出にいかがですか？
日　時 	 12月20日（土）　午前10時～正午
場　所 	 越前町生涯学習センター　2階　調理室
講　師 	 渋谷　澄枝 氏（ベジチェン）
定　員 	 16人（小学生以下のお子様は、保護者同伴でお願いします）
申　込 	 右のQRコードからお申込みください。
受講料 	 800円（材料代として）※先着順とさせていただきます。
持ち物 	 エプロン、三角巾、マスク、手拭きタオル
申込先 	 越前町生涯学習センター　☎34‒2000　　
締　切 　12月15日（月）

生涯学習
センター
だより

昨年実施時の様子と
作った門松

地場産
100％！！

小さなお子さん
を持つお父さん、
お母さんの受講
も大歓迎です

　本の魅力を紹介する本の帯コンクール、町内の小学4年生から中学2年生を対象に募集をしました。小学生270点、
中学生183点、計453点の応募があり、審査の結果、越前町教育長賞1点、越前町図書館協議会委員長賞1点、優秀
賞24点、入選70点が選ばれました。教育長賞を受賞した作品は、しおりにして各図書館で希望者に配付します。

第19回越前町図書館本の帯コンクール入賞作品決定！

町立図書館で所蔵していた雑誌などを無償提供します。

優秀作品を各図書館で巡回展示します。
展示期間
12月 2 日（火）～ 12日（金）　町立図書館　　　　1月 6 日（火）～ 16日（金）　越前分館
12月16日（火）～ 26日（金）　宮崎分館　　　　　1月20日（火）～ 30日（金）　織田分館
（休館日は、図書館ホームページのカレンダーでご確認ください。）

朝日小学校5年　矢島　里穂子
『午後の恐竜』　星　新一 作

朝日中学校1年　矢島　明日菜
『サステナブル・ビーチ』　小手鞠　るい 作

越前町教育長賞

越前町図書館協議会委員長賞

期　　間   12月6日（土）～ 21日（日）
場　　所   町立図書館

提供雑誌   2023年4月号～ 2024年3月号
安心、URALA、オレンジページ、きょうの料理、クーヨン、暮らしの手帖、クロワッサン、
芸術新潮、サライ、週刊新潮、趣味の園芸、すてきにハンドメイド、ダ・ヴィンチ、中央公論、
Number、日経トレンディ、日経マネー、Newton、non・no、PHP、婦人公論、文藝春秋、
プレジデント、野菜だより、ゆうゆう　など
� ※お一人さま1誌につき3冊まで　

無料古本市を開きます！

あかりフェスタ２０２５

イルミネーション

問合せ先    宮崎地域コミュニティ事務局　☎32‒7710

期　間　12月13日（土）～ 24日（水）
　　　　午後5時～ 8時
場　所　宮崎コミュニティセンター

先着100人に
越前焼をプレゼント

ミュージックライブ
日　時　12月20日（土）　午後6時～ 8時
場　所　宮崎コミュニティセンター
出　演　白井淳夫＆武田幸夫クインテット
　　　　近藤芽以
定　員　なし
入場料　無料
※ドリンクバー 100円

　宮崎コミセン恒例のクリスマスイルミネーション
とミュージックライブ。暖かくしてお越しください。

in 宮崎コミュニティセンター

内 容 	 • トーク＆質問
	 • 演劇体験
	 • 抽選会＆ジャンケン大会

時 間 	 午後1時30分～ 3時30分
	 （午後0時45分～事前申込者優先入場）

場 所 	 サンドーム福井
	 福井ものづくりキャンパス2階  小ホール
申込方法 	 QRコードまたは公式ホームページから
	 お申込みください。
※事前申し込みいただくと優先入場、抽選会に参加できます。

サンドーム福井地域感謝イベント　　
12月21日
日曜日
参加無料

越前町出身俳優

林　明寛
トークショー

▲事前申込
締切 12月19日

▲演劇体験申込
締切 12月5日

▲公式HP

問合せ先 	 サンドーム福井事務局　☎21-3106
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心の内隠していても顔に出る	 渡辺　照子
お互いに用心せよと老い二人	 松村　典子川 柳

陶芸村だより 2025年

12月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝  9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

申込みはこちら▲

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

越前焼で作った素焼きのベース
に、ポスカやアクリル絵の具で
色付けをして、オリジナルのクリ
スマスオーナメントを作ろう ！

期　間	 12月21日（日）まで
料　金	 入館無料

福井県陶芸館・古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

道
の
駅「
越
前
」

に
ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト
情
報日　時 	 12月7日（日）

	 午後1時～３時
内　容 	 越前和紙で作る正月飾り
料　金 	 2000円（税込）
	 ※予約優先　なくなり次第終了

場　所 	 道の駅「越前」1階ロビー
問合せ先 	 道の駅「越前」

定期的に小さな個展を開いています。
自分だけのお気に入りを探してみてください。
今回は踏青舎（泉直樹・洋子）
　　　奈々司窯（佐藤裕司・奈美子）です。

踏青舎 奈々司窯 わたわたししのの
　　 いちおいちおしし展展

期　間　11月14日〜2026年1月12日
時　間　平　日　午前10時〜午後4時
	 土日祝　午前 9 時〜午後5時
	 　　　　（最終入場は午後4時30分）
料　金　観覧無料

期　間	 12月2日（火）〜25日（木）
時　間	 午前9時～午後4時（随時受付）
所要時間	 約30分
場　所	 福井県陶芸館  陶芸教室
料　金	 1個500円
先　着	 200個

描いて楽しむクリスマス★

越前焼オーナメント
つまみ細工のしめ縄飾り

期　日	 12月14日（日）
時　間	 午後3時～
所要時間	 約120分
場　所	 越前古窯博物館
	 旧水野家住宅
特別講師	 ハナムスビ  水野 ゆか 氏
料　金	 2,800円（抹茶、干菓子付）
キャンセル料	 3日前（12月11日）から100％
定　員	 10人　事前予約優先
持ち物	 必要な人は眼鏡（老眼鏡など）

越前町を満喫！ 福井市越廼を満喫！ 南越前町河野を満喫！

各地で開催される「水仙まつり」と水仙の群生地を巡り、冬の越前海岸を楽しもう♪

10：00	 敦賀駅発
11：00〜	水仙群生地巡り
12：15〜	昼食（浜の活丼）
13：30〜	水仙・カニフェア（買い物）
16：00	 敦賀駅着

10：00	 福井駅発
11：00〜	水仙群生地巡り
12：10〜	昼食（浜の活丼）
13：20〜	こしの水仙まつり（買い物）
15：45	 福井駅着

10：00	 敦賀駅発
11：00〜	水仙群生地巡り
12：20〜	昼食（浜の活丼）
13：30〜	荒波フェスタ（買い物）
16：00	 敦賀駅着

越前海岸のお食事処が提供する、今日一番
の旬の魚介類が味わえる美味しい海鮮丼。
本ツアーでは、催行日によりお食事処が変
わります。お楽しみに！

★お買物に使える
　1,000円クーポン
★越前水仙（2本組）

1月18日（日）
1月24日（土）
1月25日（日）

1月31日（土）
2月1日（日）

水仙まつり

特別企画！

水仙・カニフェアコース こしの水仙まつりコース

参加者
募集中

問合せ先　越前海岸観光協会連合会（越前町観光連盟内）　☎37‒1234

Present！ 「浜の活丼」って？

催行日 催行日 催行日

荒波フェスタコース

水仙群生地を堪能！

越前水仙満喫ツアー2026

▲お申込みはWEBから

料  金	 お一人 6,000円（昼食代込）
人  数	 各回15人
申  込	 5日前までの完全予約制
	 ※定員に達した時点で締め切り
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▲越前朝市チラシ

第5回 越前焼感謝祭 第
16 

回
水仙と越前花器の
甘いささやき

期　間	 12月6日（土）～12月21日（日）
料　金	 入館無料

福井を代表する「越前焼」と「越前水
仙」のコラボ展示会。会場に一歩足
を踏み入れると越前焼の花器に、草
月流師範・井上和萠さんが活けた越
前水仙の甘い香りが漂います。窯元
力作、約200点の花器の中から、新
年を迎えるための花器を探してみて
はいかがでしょうか。

例年好評の「越前焼感謝祭」を今
年もやります‼窯元は常に新し
いものへ挑戦しています。そんな
中で現在は作っていない形や釉
薬。組皿でバラ売りしてしまった
ものなど。越前焼窯元から、この
一年の感謝を込めて、お求めや
すい価格で提供します。すべてが一品もの。同じもの、同じ価格で
は手に入らない！この感謝祭にどうぞいらしてください。窯元によっ
ては品物が無くなり次第終了する場合がございますのでお早目に！

赤や白の布で作ったつまみ細工の大花をメインに水引やリボンで飾っ
たしめ縄リースを作ります。細やかな手仕事を楽しみながら、自分だ
けの特別なお飾りで新しい年を
迎えてみませんか。
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ほどほどのお世辞が保つ場の温み	 武藤　久子
お世辞と解っていても知らぬふり	 山内　千代川 柳うっかりと外にも出れぬご用心	 山谷　ゆり

隠し事針の穴からでも漏れる	 司辻　文子川 柳

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

第117回

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

こども家庭センターこども家庭センター
だよりだより

問合せ先　こども家庭センター　☎34–8821
※託児を希望する場合は、申込み時にご連絡ください。

　お子さんのことばのことで心配なことはありませんか？
　０歳児～年長児のお子さんを養育する保護者やお世話
をすることがある祖父母の人を対象に、下記日程で子育
て講座を行います。
　お子さんのことばを育てるコミュニケーションについ
て一緒に考えてみませんか？

日　時 	 12月14日（日）　午前10時～ 11時30分
	 （9時45分から受付）

場　所 	 朝日保健センター（西田中8-20-1）

内　容 	 ことばの育ちとコミュニケーション

講　師 	 言語聴覚士

定　員 	 10組（母子モまたは電話でお申込みください）

	 他の子より
	 言葉が遅いかも…

	 言葉のやりとりが
	 うまくいかない…

こころとからだのカレンダー
♠休日当番医（午前9時〜午後5時）
12月 7 日㈰ 伊部病院 ☎34-0220

12月14日㈰
織田病院 ☎36-1000

12月21日㈰

12月28日㈰ 両林医院 ☎37-0005

12月29日㈪ 藤田医院 ☎34-0044

12月30日㈫
織田病院 ☎36-1000

12月31日㈬

※事前に医療機関へ電話連絡のうえ、受診してください。

♠心をいやす相談会（予約制） 

12月14日㈰ 午前 9 時30分～正午 越前町役場

※電話相談になる場合があります。

♥5歳児健診
12月17日㈬ 午後 1 時15分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥3歳児健診
12月 3 日㈬ 午後 1 時15分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥2歳児歯科健診
12月10日㈬ 午後 1 時30分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥ママのおしゃべり会
12月 5 日㈮ 午前９時30分～11時 はぎの子育て支援センター

♥育児教室（予約制）
12月23日㈫ 午前９時30分～正午 織田コミュニティセンター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥こども家庭センター	 ☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦子育てサロン
毎週水曜日 午前 9 時30分～ 11時30分 越前町社会福祉センター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水曜日 子育てサロンの後 午後2時まで 越前町社会福祉センター

第1～4土曜日・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時 越前町社会福祉センター

※12月28日㈰～ 1月6日㈫はお休みです。

● 越前中部児童クラブ ●
（さいとくじ学童保育）

No.14輝け！

学童遠足　きのこの森
＠おおい町

おくすり教室

ボウリング
遊び

福祉体験

水遊び 手話教室 魚釣り

消防車体験

ランタン作り

遠足で春江の教育博物館へ

県産材を使った
キーホルダー作り

パラバルーン かにミュージアム

食育教室

●香害とは
　合成洗剤や化粧品類な
どに含まれる合成香料（化
学物質）のにおいによっ
て、不快感や健康被害が生
じることをいいます。近
年では、この香害が原因と
なって、化学物質過敏症を
発症する人もいます。

●化学物質過敏症とは
　生活におけるわずかな化
学物質によって、頭痛やめ
まい、吐き気、倦怠感など、
さまざまな症状が現れる状
態です。化学物質過敏症は、
誰にでも発症する可能性が
あります。

●原因として可能性のあるもの
合成洗剤、柔軟剤、芳香剤、消臭剤、
シャンプー、整髪料、化粧品、
香水、接着剤、塗料、住宅建材、
殺虫剤、虫よけスプレー、
農薬、排気ガス、野焼き、
たばこ　など

香害（こうがい）や化学物質過敏症を知っていますか？

令和7年度令和7年度
子育て講座のお知らせ子育て講座のお知らせ 学童さんの活動を紹介します
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広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 目標へ食用心と運動と	 原　　榮子川 柳

こしの都TV９チャン（デジタル091ch）

12月の越前町関連の番組放送予定

こしの都ネットワークガイド 知ってる人が
出演してるかも? こしの都ネットワーク

キャラクター
けーぶるん

■	二十歳になったみなさんへ
	 ～丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～

このたび二十歳を迎えるみなさんへ 子どもの時の
夢をもう一度お届けします。（2011年度 放送分）
12月28～31日　午後10～11時

■	ハッピーたんなんニューイヤー2026
丹南各地で中継をつなぎ、年越しの様子をお届け！
12月31日　午後11時45分～（生放送）

■	年末特番「8時だよ！えのへいと大晦日」
12月31日　午後8時～（生放送）

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7:55～ ②12:55～ ③19:55～ ④23:55～

「プラントピア　クリスマスイベント」
(12月6日～)

「第51回越前海岸水仙まつり 水仙・カニフェア開催」
(12月20日～)

Ｅ
子 

　
こ
ん
に
ち
は
！

	

　

確
か
今
回
は
前
回
と
別
の
窯
跡
の
紹
介
で
し

た
よ
ね
？

学
Ｈ 

　
こ
ん
に
ち
は
。
そ
の
通
り
で
す
。
今
回
は
鉢
伏

窯
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

	

　

鉢
伏
窯
跡
は
宮
崎
地
区
小
曽
原
に
所
在
す
る

須
恵
器
窯
跡
で
す
。
鉢
伏
山
の
北
の
斜
面
、
標
高

一
三
三
七
～
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
に
位
置
し
、

三
基
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

	

　

昭
和
六
三
年
に
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
が
農
免
道
路
建
設
事
業
に
伴
い
、
二
・

三
号
窯
灰
原
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。当

時
窯
の
周
囲
は
農
道
開
通
と
水
田
化
が
進
ん
で

お
り
、灰
原
が
存
在
し
て
い
る
斜
面
も
灰
原
を
避

け
る
よ
う
に
掘
削
が
進
み
、灰
原
が
農
道
へ
突
出

す
る
形
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
発
掘
調

査
を
行
っ
た
と
き
の
灰
原
の
遺
存
状
況
は
、末
端

部
が
農
道
に
よ
り
削
り
取
ら
れ
て
い
た
以
外
は

大
変
良
好
な
状
態
で
し
た
。調
査
範
囲
は
南
北
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
、東
西
約
四
十
八
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

二
×
二
メ
ー
ト
ル
の
グ
リ
ッ
ド
を
設
定
し
ま
し

た
。縦
列
は
斜
面
上
方
よ
り
南
か
ら
北
へ
Ａ
～
Ｅ

列
、
横
列
は
東
か
ら
西
へ
一
～
二
四
列
と
し
、
縦

横
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、一
Ａ
グ
リ
ッ
ド
・
二

Ｂ
グ
リ
ッ
ド
と
呼
称
し
ま
し
た
。調
査
範
囲
内
に

お
け
る
最
大
幅
は
グ
リ
ッ
ド
列
に
よ
る
Ｂ
列
で

十
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
最
大
一・
三
メ
ー
ト
ル

を
測
り
ま
す
。こ
の
灰
原
は
グ
リ
ッ
ド
列
一
五
～

二
一
列
を
中
心
と
し
た
凹
状
を
呈
し
た
地
形
を

利
用
し
て
お
り
、最
大
で
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
比
高
差
を
測
り
ま
し
た
。

Ｅ
子 

　
ど
の
よ
う
な
遺
物
が
出
土
し
た
の
で
す
か
？

学
Ｈ 

　
こ
の
調
査
で
は
蓋
や
坏
、皿
な
ど
の
食
膳
具
が

主
に
出
土
し
ま
し
た
。操
業
時
期
は
出
土
遺
物
か

ら
九
世
紀
後
葉
～
末
、一
部
一
〇
世
紀
初
頭
を
含

む
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

　
食
膳
具
が
主
に
作
ら
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。

学
Ｈ 
　
鉢
伏
窯
跡
の
操
業
時
期
は
、須
恵
器
が
作
ら
れ

始
め
た
頃
と
比
べ
て
日
用
品
の
需
要
が
高
か
っ

た
た
め
と
考
え
ま
す
。

 

　
さ
て
、次
回
は
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
窯
跡

を
含
め
て
町
内
の
須
恵
器
窯
跡
を
操
業
年
代
順

に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

Ｅ
子 

　
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー『
鉢
伏
二
・

三
号
窯
跡
灰
原
発
掘
調
査
概
要
』一
九
九
〇
年

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
143

― 

鉢は
ち

伏ぶ
せ

窯か
ま

跡あ
と 

―

学芸員 H

E 子

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　こしの都ネットワーク㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

今
年
も
町
が
誇
る
越
前
が
に
の
シ
ー
ズ
ン
が

や
っ
て
参
り
ま
し
た
！
今
月
号
の
表
紙
は
、
11

月
6
日
に
解
禁
さ
れ
た
越
前
が
に
漁
の
初
競
り

で
、
並
べ
ら
れ
た
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
仲
買
人
た

ち
が
目
利
き
し
て
選
ん
で
い
る
様
子
の
１
枚
。

こ
の
後
、
競
り
が
船
ご
と
に
約
６
時
間
ほ
ぼ

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
今
回
が
初
め
て
の
か
に
競
り
で
あ
り
、
威
勢

の
良
い
競
り
声
が
響
き
渡
る
会
場
の
雰
囲
気
に

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
11
月
15
日
現
在
）

（
11
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

西
田
中	

宮
川　

暉
子
さ
ん
（
88
歳
）

内　

郡	

月
田　

秀
男
さ
ん
（
84
歳
）

乙　

坂	

千
秋　

孝
男
さ
ん
（
88
歳
）

栃　

川	

西
岡　
　

巖
さ
ん
（
90
歳
）

牛　

越	

髙
田　

正
一
さ
ん
（
87
歳
）

真　

木	

藤
木
美
彌
子
さ
ん
（
90
歳
）

小
曽
原	

河
端
八

子
さ
ん
（
87
歳
）

小
曽
原	

木
原　

艶
子
さ
ん
（
96
歳
）

小
曽
原	

山
内　

滿
幸
さ
ん
（
87
歳
）

小
曽
原	

山
内　

昭
子
さ
ん
（
81
歳
）

広　

野	

宮
本　

陽
一
さ
ん
（
75
歳
）

樫　

津	

近
藤　
　

博
さ
ん
（
87
歳
）

八　

田	

齋
藤　

重
夫
さ
ん
（
76
歳
）

道　

口	

歸
山　
　

勇
さ
ん
（
93
歳
）

　

厨	

酒
谷
喜
代
美
さ
ん
（
84
歳
）

　

厨	

橋
本　

晴
雄
さ
ん
（
74
歳
）

高　

佐	

西
野　

滿
枝
さ
ん
（
101
歳
）

高　

佐	

宮
本　

幸
子
さ
ん
（
80
歳
）

　

北	

島
田
七
郎
兵
衞
さ
ん
（
96
歳
）

　

北	

島
津　

ナ
カ
さ
ん
（
95
歳
）

市　

場	

水
谷
ヨ
シ
子
さ
ん
（
101
歳
）

平　

等	

吉
田
長
兵
衞
さ
ん
（
84
歳
）

上　

戸	

姉
﨑　

政
則
さ
ん
（
78
歳
）

み
な
さ
ん
、
越
の
都
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
放
送

さ
れ
て
い
る
「
越
前
町
い
き
い
き
情
報
局
」
は

視
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
。
主
に
町
か
ら
の

お
知
ら
せ
や
最
新
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
送
を
見
逃
し
た
人

で
も
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
は
見
逃
し
（
ア
ー
カ
イ
ブ
）
配
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
月
号
12
ペ
ー
ジ
の
冬
へ

の
備
え
の
お
知
ら
せ
や
24
ペ
ー
ジ
の
地
域
×
オ

リ
ー
ブ
な
ど
の
動
画
も
投
稿
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

朝
　
日	

辻つ
じ

　
　
志し
お
ん音

（
喬
太
、
男
）

佐
々
生	

松ま
つ
だ田

　
琉れ
い
あ愛

（
知
大
、
男
）

気
比
庄	

山や
ま
ぎ
し岸

　
捺な

ぎ稀
（
結
那
、
女
）

小
　
樟	

大お
お
や
な
ぎ
栁
　
壱い
ち
と虎

（
海
憂
、
男
）

人口と世帯
（11月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口	 19,500 人

　男	 9,522 人
　女	 9,978 人
世帯数	 7,280 戸

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

（前月から27人の減）

なかよしひろば（施設開放）
施設名 実施日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 ★ 12月10日（水） 34-5602

朝 日 南 保 育 所 ★ 12月10日（水） 34-1614

あ さ ひ 保 育 所 12月18日（木） 34-0081

認 定 こ ど も 園
あ さ が お 保 育 園 12月11日（木） 34-1110

宮崎中央保育所 ★ 12月16日（火） 32-2067

陶 の 谷 保 育 園 ★ 平日午前中随時開放 32-3014

認 定 こ ど も 園 ★
西 徳 寺 保 育 園 　 12月10日（水）・23日（火） 37-1354

四ヶ浦こども園 ★ 平日随時開放 37-0305

織 田 こ ど も 園 ★ 平日午前中随時開放 36-0160

はぎのこども園 ★ 平日午前中随時開放 36-0396

認 定 こ ど も 園
た い ら 保 育 園 ★ 平日午前中随時開放 36-0251

※★の施設を利用される場合は、お電話で事前にご連絡ください。

歴
史
資
料
館
の
企
画
展
示
室
を
臨
時
閉
室
し
ま
す

織
田
文
化
歴
史
館
の
空
調
機
器
更
新
工
事
の
た
め
、
次

の
期
間
、
歴
史
資
料
館
の
企
画
展
示
室
を
臨
時
閉
室
い

た
し
ま
す
。
来
館
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

　

な
お
常
設
展
示
室
は
通
常
ど
お
り
、観
覧
で
き
ま
す
。

臨
時
閉
室
期
間　

令
和
8
年
1
月
6
日
㈫
～
3
月
31
日
㈫

問
合
せ
先　

織
田
文
化
歴
史
館　

☎
３
６-

２
２
８
８

鉢伏窯跡位置図

▲競りの様子
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若い力！林業・水産業
を担う

　
漁
業
を
営
む
祖
父
の
姿
を
見
て
育
ち
、
漁
師

を
志
し
ま
し
た
。
漁
師
を
し
な
が
ら
ふ
く
い
水

産
カ
レ
ッ
ジ
で
一
年
間
の
過
程
を
修
了
し
、
仕

事
も
2
年
目
に
な
っ
た
今
一
番
強
く
感
じ
て
い

る
の
は
、
周
り
の
み
な
さ
ん
の
支
え
の
あ
り
が

た
さ
で
す
。
漁
業
は
と
て
も
危
険
が
伴
う
仕
事

で
、
絶
対
に
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
周
囲
の

支
え
の
お
か
げ
で
、
真
剣
に
集
中
し
て
仕
事
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

県
内
で
一
番
の
漁
業
の
町
で
あ
る
越
前
町

で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で
、

こ
れ
ま
で
漁
業
を
頑
張
っ
て
き
た
漁
師
の
み

な
さ
ん
の
気
持
ち
を
大
事
に
し
て
、自
分
自
身

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

他
業
種
か
ら
の
転
職
で
漁
業
に
就
業
し
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
漁
師
の
仕
事
に
つ
い
て

何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、船
長
と
の
出
会

い
が
き
っ
か
け
で
漁
業
の
話
を
す
る
中
で
、自

分
が
力
に
な
れ
る
の
で
は
と
思
い
、漁
師
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
の
水
産
業
の
話
を
聞
き
、漁
業
の
こ
と
や

経
営
に
つ
い
て
勉
強
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

感
じ
、水
産
カ
レ
ッ
ジ
で
学
ぶ
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
漁
師
業
界
を
引
っ
張
っ
て
い

け
る
よ
う
な
漁
師
に
な
れ
る
よ
う
、ま
た
船
長

を
目
指
し
て
、頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

令
和
6
年
10
月

漁
船
就
業
コ
ー
ス
入
校

令
和
７
年
10
月
17
日

漁
船
就
業
コ
ー
ス
入
校

修了生

阪
さか

下
した

　侃
かん

栄
えい

さん
（23才／第十八緑丸）

橋
はし

本
もと

　明
あき

賢
よし

さん
（38才/㈱丸勝木材）

入校生

谷
たに

口
ぐち

　嵩
しゅう

佑
すけ

さん
（25才/大喜丸）

村
むら

田
た

　生
き

成
なり

さん
（21才/㈱丸勝木材）

青
あお

山
やま

　宗
そう

太
た

さん
（20才/髙松林建）

　
ふ
く
い
水
産
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
県
内
で
新
た
に
漁
業
、
養
殖
業

に
就
業
し
た
い
人
を
対
象
に
、実
践
的
な
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
へ
の
入
校
生
は
今
年
で
21
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、町
内
の
林
業

経
営
体
の
林
業
従
事
者
や
新
規
就
業
者
へ
の
安
全
装

具
等
の
購
入
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
若
手
就
業
者
を
紹
介
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
主
な
仕
事
内
容
は
、間
伐
・
皆
伐
・

特
殊
伐
採
と
い
っ
た
木
を
伐き

り
、伐
っ
た
木
を

山
か
ら
運
び
出
す「
伐
採
・
搬
出
作
業
」で
す
。

間
伐
作
業
で
は
、施
業
前
は
樹
木
が
込
み
合
っ

て
暗
か
っ
た
山
が
、施
業
後
に
は
日
光
が
差
し

込
ん
で
明
る
く
な
り
、環
境
の
変
化
を
目
に
見

え
て
実
感
で
き
ま
す
。
一
定
の
面
積
の
木
を

全
て
伐
採
す
る
皆
伐
作
業
で
は
、終
え
た
あ
と

の
大
き
な
達
成
感
が
魅
力
の
一
つ
で
す
。
特

殊
伐
採
と
い
う
大
径
木
や
建
物
に
隣
接
す
る

な
ど
伐
採
の
難
し
い
木
を
伐
る
作
業
で
は
、県

内
だ
け
で
な
く
全
国
各
地
に
出
向
く
こ
と
も

あ
り
、普
段
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
大
き
な
木
を
伐
る
機
会
が
あ
る
の
も
、こ
の

仕
事
の
醍
醐
味
で
す
。

　
林
業
は
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、日
本

の
国
土
の
約
7
割
を
占
め
る
森
林
を
維
持
・

管
理
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
、や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

職
人
で
あ
る
両
親
に
あ
こ
が
れ
て
自
分
も

手
に
職
を
つ
け
た
い
と
思
い
悩
ん
で
い
た
と

こ
ろ
、母
親
の
紹
介
で
林
業
の
現
場
を
見
せ
て

い
た
だ
き
、大
木
を
倒
し
て
い
く
職
人
の
姿
や
、

倒
れ
て
い
く
木
の
迫
力
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

僕
は
高
校
卒
業
後
に
ふ
く
い
林
業
カ
レ
ッ

ジ
と
い
う
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
重
機
の
使
い
方

を
1
か
ら
学
べ
る
学
校
で
1
年
間
過
ご
し
ま

し
た
。
幅
広
い
年
齢
層
の
学
生
が
実
技
や
林

業
全
体
の
こ
と
を
学
び
、資
格
や
免
許
を
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
で
は

実
際
の
仕
事
の
雰
囲
気
を
体
感
で
き
と
て
も

助
か
り
ま
し
た
。
林
業
に
興
味
が
あ
る
人
は

就
職
前
に
入
校
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
林
業
は
危
険
な
仕
事
で
、作
業
に
慣
れ
て
く

る
と
確
認
不
足
や
慢
心
、思
い
込
み
な
ど
が
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
僕
自
身
も
安
全
第
一

で
し
っ
か
り
と
確
認
、予
測
を
し
て
、一
つ
一

つ
の
作
業
を
極
め
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
地
元
で
林
業
の
会
社
に
就
職
し
た
も
の
の
、

初
め
は
林
業
に
つ
い
て
知
識
も
経
験
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
や
っ
て
み
る
と
、
１
本
の
木

を
伐
っ
て
始
末
す
る
の
に
、
伐
る
だ
け
で
な

く
搬
出
作
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
や
多
く

の
種
類
の
機
械
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
小
さ
い
頃
あ
こ
が
れ
た
重
機
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
な
ど
の
機
械
を
扱
う
の
も
面
白
い
で

す
。
身
体
を
動
か
す
仕
事
が
自
分
に
向
い
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
作
業
は
命
に
か
か

わ
る
危
険
も
あ
る
た
め
厳
し
さ
も
あ
り
ま
す

が
、そ
の
分
と
て
も
面
倒
見
が
よ
く
尊
敬
で
き

る
上
司
や
先
輩
に
恵
ま
れ
、休
ま
ず
仕
事
に
行

き
た
い
く
ら
い
楽
し
い
で
す
。

　
僕
は
山
の
景
色
が
好
き
な
の
で
、現
場
で
は

眺
め
が
気
持
ち
よ
く
、普
段
は
行
け
な
い
よ
う

な
山
奥
な
ど
の
場
所
に
行
け
る
の
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。
今
後
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
仕
事

を
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

水
林

産業
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地域おこし協力隊 吉田隊員の

地域    オリーブ!
3年間ありがとうございました！

10月31日をもって越前町地域おこし協力隊を退任しました。
あっというまにすぎてしまいましたが、3年間ありがとうござい

ました。
農業未経験ではじめたオリーブ栽培は新しいことが多く大変な

こともありましたが、少しずつ大きくなるオリーブやみなさんに広
まっているという手ごたえなどを感じ3年間活動してきました。

オリーブの活動はここで終わりではなくこれからも続けていき
ます。「越前町にもオリーブがあるよ」と他地域のみなさんに自慢できるようこれか
らも頑張っていきますので温かく見守ってください。

越前小学校近くにある畑に遊びに来ていただく際はぜひ海を眺めながら気持ち
よく過ごしましょう！

お気づきかもしれませんが、11月、12月と連続で新聞、テレビなどいくつかのメディア
で取り上げていただいています！僕の雰囲気も伝わる素敵な番組になっていますのでぜひご覧ください。

また、オリーブ葉パウダーやオリーブを使った商品を来年一月から本格的に販売を予定していま
す。気になる人は Instagramよりご連絡お待ちしています。

それでは、またいろんなところでお会いできること楽しみにしています！
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